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DuMA ニュースレター                                   2020年 7月 6日 

２０２０年６月の地震活動概観 

 ６月は２５日に房総半島沖で東日本大震災直後を除き、およそ８年ぶりにマグニチュード６を超える地

震が発生しました。マグニチュード５と６では、地震のエネルギーは約３２倍違います。その意味では極

めて珍しい地震発生であったと言えると思います。 

 ６月には日本列島およびその周辺海域でマグニチュード５を超える地震は２５個発生しました。そのう

ちの大部分は南西諸島の与那国島北東地域で６月１４日以降発生したものです。この地域では 20個の

マグニチュード５以上の地震がまとまって発生していました。このまとまった活動の引き金となったのは、

１４日に奄美大島北西で発生した深発地震（図中で□で表示）とも考えられます。奄美大島北西でこの

ような規模の地震の発生は１９６５年９月に一度あるだけで、極めて珍しい地震が発生したと言えると思

います。 
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西之島の噴火活動極めて活発に 

 父島の西方約 130ｋｍに位置する西之島は、２０１３年以降、活発な噴火を続けています。６月中旬以

降、大量の火山灰を噴出するなど、特に活動が活発化しており、７月４日には観測史上最高の８，３００

ｍという噴煙高度を観測しました。 

気象庁では風向き等の条件により父島周辺に降灰が予想される場合には降灰予報を発表するそうで

す。また、噴煙高度が１０，０００ｍに達するような場合には、航空機の運行への影響も考えられる状況で

す。 

 

      気象衛星「ひまわり」の画像             西之島の状況（海上保安庁） 

 

首都圏の地下天気図® 

 ５月２５日のニュースレターに続き、７月２日時点の首都圏に特化した地下天気図です。５月２５日にも

お伝えしましたが、現在首都圏の地下天気図では異常はほとんど出現していません。 

 

 ここで注意して頂きたいのは、現在の「異常が無い」状態は、静穏化が消えた後の状態という事です。

http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0
http://www.duma.co.jp/#!underground/c1nm0


 

DuMAが提供する情報については、万全の注意を払って掲載していますが、その開発中のアルゴリズムから計算される情報に対しては完全性・正確性・最新性・有用性などを保証するもの

ではありません。ユーザー様に生じたいかなるトラブル・損失・損害に対しても、DuMAは一切責任を問わないものとします。  提供する情報の利用に関しては、ユーザー様ご自身の責任

において行っていただきますようお願いいたします。  DuMAニュースレターで提供いたします「地下天気図®による地震情報」の無断転送・転載・２次利用はご遠慮ください。  ご利用は原則としてご

契約様ご本人とそのご家族の方への情報共有までとさせていただきます。(個人会員)  ―  記事の無断転用は禁止します。 ―   本掲載記事の著作権はDuMA Inc.が保有しております。 © 2016 DuMA 

Inc. All Rights Reserved. 地下天気図®は DuMAが独占ライセンスを受けている登録商標です。 

 

http://www.duma.co.jp 

図中の■は埼玉県の熊谷です。この熊谷における地下天気図の時間変化グラフは次のようになってい

ます。 

 

 このグラフから静穏化の最盛期は２０１９年１１月上旬であった事がわかりました。次にお示しするのは

その最盛期の１１月１０日時点の M タイプ地下天気図です。ちなみに房総半島沖の静穏化に対応する

地震は６月２５日に発生したマグニチュード 6.1が対応する可能性が高いと考えています。 

 地下天気図解析から言える事は、今後４−５ヶ月以内に埼玉県を中心とする地域でマグニチュード６ク

ラスの地震発生の可能性が存在すると言う事です。なお地震は異常の中心で発生するとは限らず、異

常の周辺部で発生する事例も多い事が過去の経験則から判明しています。 

 

静穏化が最大であった昨年１１月１０日時点の M タイプ地下天気図  
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